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  市政記者各位 

 

 

令和６年５月２１日 

第４１回紀貫之墓参団の来訪について 

高知県南国市から、紀貫之墓参団が下記のとおり来訪されますので、お知らせします。 

比叡山中腹の「もたて山」には、紀貫之の髪と爪を埋めたといわれる墓所があり、現在

は明治元年に建てられた石碑が残っています。明治３７年に明治政府が貫之公の歌道の功

績を讃えて従二位の位を追贈したときに、墓前祭が営まれた由緒ある場所であり、平成２

５年末には、国府史跡保存会（南国市）が墓所の整備工事を行いました。 

「土佐日記」を記した紀貫之と「源氏物語」の作者である紫式部。平安文学ゆかりの２

市により、墓参を通じて交流を深めるものです。 

記 

 

１ 日 時    令和６年５月２６日（日）  

※行程（時間は前後する可能性があります。） 

         13：00  ケーブル坂本駅前にて、南国市/大津市との交流式開始 

（13：40   交流式終了。ケーブルに乗車して、もたて山へ） 

         14：00   紀貫之墓前（もたて山）にて、法要開始 

         （15：00   法要終了。ケーブルに乗車して、下山） 

15：30   ケーブル坂本駅にて解散 

 

２ 場 所    紀貫之墓前（もたて山）  

※交流式はケーブル坂本駅前 

 

３ 墓参団    南国市副市長       北條 邦寿 

  （敬称略）  南国市国府史跡保存会会長 岩川 直美  ほか計２０名 

 

４ 本市出席者  産業観光部次長      森口 誠人  ほか計２名   

 

お問い合わせ先 

担当者 
観光振興課 

施設・庶務グループ 
担当： 森、穴田 

連絡先 077-528-2756 内線 3445 

総合計画 

位置付け 

基本 

方針 

基本 

政策 
施策 

取組の 

方向性 

主な 

取組 

２ ５ １３ １ １ 



  

５ その他    ※南国市ご一行は、翌日の５月２７日（月）午前９時頃に「石山寺」

を訪れ、大津市長による歓迎挨拶の後、「びわ湖大津 光る君へ 大河

ドラマ館」などを視察予定です。 

 

         

 


